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秦野市では、災害に備えた整備や老朽化した施設の更新など、全国の水道事業体が同様に抱え
る課題を解決するため、水道事業の施設整備を次のとおり計画し、取り組んでいます。

基本施策 主な取組み 取組み時期

① 水源の確保 芹沢取水場の更新 R3～4年度

② 効率的な施設整備

基幹管路（導・送水管）の耐震化
R3～12年度

配水管路の耐震化

幹線管路の耐震化 R3～9年度

配水場の耐震化 R4～12年度

③ 耐震化の推進

本町第5取水場の更新 R4～6年度

機械・電気設備等の更新 R3～12年度

寺山配水場の更新 R4～6年度

施設の統廃合 R8～12年度

八幡山配水場廃止に伴う管路整備 R4～12年度

④ 災害対策の充実
給水車給水拠点の整備 R3～4年度

非常用自家発電設備の整備 R3～12年度

水道施設整備計画は、令和３年度からの上下水道局の具体的な行
動を示すため策定しました、「はだの上下水道ビジョン」（令和
３年３月策定）の計画期間内における施設整備の計画です。
「はだの上下水道ビジョン」についての詳細は、第１話をご覧く
ださい。

芹沢取水場の更新

秦野市では、地下水を取水している井戸（施設）が市内に４０箇所あり、その大半が昭和40年代に整備されたもの
です。一般的に井戸の寿命は約５０～６０年とされているため、計画的な井戸の整備・更新を進めています。
今泉地区にある芹沢取水場も地下水を取水する施設で、令和３年度に浅井戸から深さ約７０ｍの深井戸へ更新す

る工事を行いました。この更新工事で、1日当たり約１，８００立方メートル（小学校のプール約６杯分）を汲み上げるこ
とができるようになりました。（更新前の浅井戸では、１日当たりの可能な取水量が、500立方メートルでした。）
更新工事後の深井戸は、今年度に電気・機械設備の工事を行い、令和５年度から利用開始の予定です。
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浅井戸 深さ10～30ｍの地下水を取水する井戸
深井戸 深さ30ｍ以上の地下水を取水する井戸
→地表からの影響を受けにくいため、水量・水質
ともに安定した地下水を得ることが可能

安全でおいしい水道水
の水源を確保するため、
深井戸への切替に取り
組んでいます。

井戸掘削機（通称：やぐら）

掘削後の井戸の洗浄及び揚水試験
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給水車給水拠点の整備

秦野市では、大規模災害時に起こりえる広域的な断水に備えて、広域避難所や災害時の医療救護所への運搬給水
を迅速かつ確実に行えるように、給水車へ給水するための拠点の整備を進めています。
令和３年度は、西・北地区の給水拠点として、堀山下浄水場の場内を整備しました。
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管路の耐震化

秦野市では、昭和４０年代にかけての高度経済成長期の人口増加に伴う、急増した水需要に対応するため、集中的
に水道管の整備を行い、現在では、約7３２kmの水道管が地中に埋設されています。
埋設されている水道管は、今後、耐用年数を迎えるため、更新・耐震化工事を計画的に進めており、特に、広域避難

場所や病院などの重要拠点に対して、水道水を安定して供給するための整備を優先的に進めています。
令和３年度は、基幹管路（導水管・送水管）については、１,６８１ｍの延長整備を行い、配水管については、3,437ｍ

を耐震管路（柔軟性があるダクタイル鋳鉄管など）へ布設替えしました。

秦野市

大間町約７３２㎞

配水管（直径20㎝）の
更新・耐震化工事の様子

送水管（直径60㎝）の
更新・耐震化工事の様子

ちゅうてつ

約７３２㎞は、秦野市から本州最北端の青森県
大間町までの直線距離に匹敵する長さです。

いつ起こるか分からな
い大規模災害に備えて、
計画的に更新・耐震化
を進めています。

堀山下浄水場の平面図

管理棟

県道

給水用貯水槽（容量９㎥）

給水車用給水栓

災害時用給水所（蛇口4箇所）

災害時用給水所活用イメージ

今年度は、本町・南地区の給
水拠点として、曽屋にある六
間（ろくま）配水場の場内に
整備を予定しています。


